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議 題  

１． 委嘱状交付 
２． 部長挨拶 
３． 委員長挨拶 
４． 報告・協議事項 
① 男女平等に関する市民意識調査の集約・分析結果について 
② 「教育における男女平等の意識づくり」モデル授業について 
③ 男女共同参画セミナーについて 
④ その他 
５． その他 

 
１．開  会 

○桑 島：定刻になりましたので、これより平成１５年度第２回の男女共同参画推進委員会

を開催いたします。 

 欠席というご連絡をいただいておりますのが、木村副委員長と中村委員。それと、高谷委

員には「今日はちょっと都合が悪い」というご連絡を、本日いただいております。 

 開会に先立ちまして、新たに委員となられる方、ご紹介させていただきたいと思います。

既に皆様にはご連絡申し上げておりますとおり、北田委員の後任として９月の広報で推進委

員募集というふうに案内をいたしておりまして、三浦さんに応募いただいております。三浦

ひとみさん、市の事業でも保育士としてご協力いただいております。実際、私ども男女共同

参画の事業の際にも託児の方でお世話になっております。現在はＮＰＯ法人北海道子育て支

援ワーカーズ、プチトマトというグループの方で活躍されている方でございます。 

 

２．委嘱状交付 

○ 野 ：では、私の方からいきます。三浦ひとみ様。石狩市男女共同参画推進委員を委嘱

いたします。任期は平成１６年９月２５日までといたします。よろしくお願いいたします。

石狩市長田岡克介、でございます。よろしくお願いいたします。 

○三 浦：花川北におります三浦と言います。札幌の幼稚園の方に１５年ほど勤めておりま

した。今、先ほどお話いただきましたように子育て支援ワーカーズ、プチトマトというとこ
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ろに所属して、主に保育を担当しています。途中からの参加ということで、皆さんに教えて

いただくことの方が多いかと思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

○桑 島：ちょっとご紹介の方が後先になりましたが、前回公務のご都合で欠席されており

ました大橋委員、既に委嘱状の方は前回の委員会終了後に送らせていただいておりますが、

恐れ入りますが自己紹介を兼ねまして、ぜひ一言ご挨拶いただきたいのですけれども、お願

いいたします。 

○大 橋：紅葉山小学校なのですけれども、大橋と言います。よろしくお願いします。 

○桑 島：ありがとうございました。 

 では、これで１５人のメンバーは一応、フルに登録された形になっておりますので、あと

１年間の任期になりますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

３．部長挨拶 

○ 野 ：開会に当たりまして事務局からお礼も兼ねまして一言ご挨拶させていただきたい

と思います。 

 本日はお忙しいところ、またこのような雨模様の中、お集まりをいただきましてありがと

うございます。 

 ただいま、新しい委員のお二方のご挨拶をいただきましたけれども、残り任期１年間では

ございますけれども、ぜひよろしくお願いいたしたいと思います。後ほど議事の中で担当よ

りご報告する点がございますが、委員の皆様には本年度、重点項目に取り上げております教

育の実際の担い手であります教職員のサマーセミナーにおけるランチ・オン・ディスカッシ

ョンの場にご出席をいただきまして、大変なご協力をいただきました。男女共同参画をテー

マに教職員との意見交換を行っていただいた際、本当に御苦労さまでございました。現状を

知って意識啓発の面からも大きなお力添えをいただいたことに、この場をかりて感謝を申し

上げます。 

 また、前回の委員会でご検討いただきました小中学校でのモデル授業の準備が大体整って

まいりまして、いよいよ１１月から１２月に実施される見込みになってまいりました。若葉

小学校での授業、校長先生もご出席いただいておりますが、推進委員の皆様にもぜひ見てい

ただきたいというぐあいに考えておりまして、今後の取り組みにつきましてもご協力のほど

をお願いできれば幸いと思っております。 

 本日、事前にお配りしております市民意識調査報告につきまして、ご感想などを伺うこと

にしておりますので、担当の方でまとめた考察についてのご意見をいただきながら、報告書

を最終的にまとめてまいりたいと考えております。この結果をもとにプラン２１の見直しが

いよいよ来年以降入ってくる形になりますので、ぜひこの意見をまとめながら集約をしてま

いりたいと思いますので、ご審議願いたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

４．報告・協議事項 
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○桜 庭： 皆さん、こんにちは。夏の学校でのランチ・オン・ディスカッション、とても

楽しかったですね。大変多くの方がご参加いただいて、ありがとうございました。 

 それでは、時間がもったいないですから、ただいまから本年度第２回目の男女共同参画推

進委員会、始めさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、まず本日の議題に入ります。皆様方お手元の資料の中で、資料の下の方に今日

の会議次第が書かれてございまして、今の段階で１、２、３が終わりまして、早速４番の報

告・協議事項に入るということでございます。 

 では、今日三つほど大きく報告事項がございますので、一つずつ分けてご報告いただいて、

その後、意見交換等々してまいりたいと思います。 

 では、まず初めの男女平等に関する市民意識調査の集約ですね。その結果さらに分析につ

いてでございます。これは先ほど野部長さんがおっしゃいましたように、来年１６年度から

始まるプランの見直し、中間年の見直しですね。そのためにこの市民意識というのを、もう

かっちりととらえておかなければ、これを見直せなくなりますので、大変重要なポイントの

今回ご説明ですので、事務局の方からよろしくお願いいたします。 

 では、お願いいたします。 

○川 村：では、私の方から進めさせていただきます。 

２ページの方に、事務局の方から考察ということでまとめましたので、これに沿って進めま

す。随時この報告書の方、中のグラフをごらんになっていただきたいので、こちらと両方お

出しください。 

 まず、「男女平等に関する価値観について」ということで３ページ、意識調査報告書の３

ページからごらんください。各分野、家庭生活、職業、地域社会、学校教育、法律や制度で、

政治や社会通念などの７分野で男女の地位の平等感について。この前ちょっと出した結果も

あるのですが、４ページの下ですね。全体的に女性よりも男性の方が平等だと評価している

比率が高いということがわかるかと思うのですけれども、５年前の前回調査と比較するよう

な形で出しています。ちょっと見づらいかもしれないのですが４ページ下ですね。左が女性、

右が男性で、薄い色が前回５年前の平成１０年度のときの結果です。黒い方が今年の結果に

なっています。各分野で少しずつ伸びたり減ったりという形なのですけれども、特に右側の

男性が全体的に女性よりも高くなっていることがわかります。 

 また、５ページからですね。それぞれの各分野での平等感の、下の小さい方のグラフは、

前回との平等だと評価する人の比率の伸びを見ようということで、それぞれ薄い色が５年前

で、濃い色が今年となっているのですが、各年代、男女別でどういうふうに平等だと評価す

る人が伸びてきているのかなということを見ようということで、このようなグラフをつけて

います。 

 これを見ると、特に２０代。若い世代では、平等感というのは男女ともに、そんなに変わ

らないなということが、差がなくなってきているということがわかります。特に学校教育。

４ページですね。４ページを見ますと、２０代の男女では平等だと評価する人が、女性の方
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が高くなっています。その反面、３０代から６０代までの年代においては、見ていただけれ

ばわかるのですが、各分野で男女の意識の差というのが見られているのですが、特に９ペー

ジ、１０ページをごらんください。例えば４０代、５０代の男女を見ると、平等だと評価す

る人が、男性ではその割合が増えているにもかかわらず、女性では減っているということ、

おわかりでしょうか。というふうに、全体的には余り５年前とは変化はないのですが、年代

別、男女別で細かく見ていくと、ちょっと意識のずれみたいなものが出てきているなという

のがわかるかと思います。 

 次に、男女の役割分担ということで、「男は仕事、女は家庭」という性別の役割分業のと

ころ。１２ページごらんください。全体的には「男は仕事、女は家庭」というような考え方

に「同感しない」という人の割合が増えていて、これに「同感する」という人は減っている

ということで、全体的には役割分業意識というのは弱くなってきたのではないかという傾向

があるのですが、特にその割合というのは１２ページの下なのですが、下のところに男性が

こういう考え方に同感するという現象は、女性に比べてかなり減っているのですね。女性を

見ると、女性の比率というのはそんなに変わらなくて、男性の方がむしろ、こういう考え方

には同感しないよというような変化が大きいことがわかります。 

 次に、「女性が働くこと」についてなのですが、１４ページ、こちらですね。前回の調査

と同じように女性が仕事を継続すること、これは結婚だとか出産で一時中断することも含め

て、積極的にそういうことを受けとめている傾向にはあるのですが、特に「結婚、出産、育

児にかかわらず職業を持ち続けた方がよい」と回答する人が、男女ともにやや増加していま

す。特に６０代を除く女性においては、年齢が高くなるほどその傾向が強くなっています。

これは、やはり一時仕事をやめてしまうと、職につきづらいということも影響しているのか

なと思いますが、その次ですね。 

 では、実際に「家事、育児の役割分担」はどうなっているのかということで１５ページで

すね。こちら、一番回答が多いものは「手のあいている方が行う」となっているのですが、

実際に手のあいている人というのが、どちらがやっているのかというと、ほとんどが女性で

はないのかなとも思うのですが、その次に多いのが「男性は女性を手伝う程度」と答えてい

る割合が多くて、これは男女ともに年代が高くなるほど、男性は補助的な立場でいいのでは

ないかという傾向があります。実際の家事分担、右の１６ページですね。こちらにおいても

掃除、洗濯、食事の支度、後片づけでは、女性の７割が主に自分がやっていると答えていま

す。これに対して男性は、主に自分だと言っているのは１割にとどまっています。 

 しかしながら、右の男性の方でしていない、大体４割とか５割いらっしゃるのですけれど

も、前回調査に比べれば、やや少なくなっています。そういう意味では、少しずつはそうい

う役割分担は改善というか、そういう方向にはなってきているのかなと考えられます。 

 次に、「介護」なのですが。１８ページです。ちょっとページ数薄くて見づらいのですけ

れども、１８ページの介護についてなのですが、「女性のみに介護をさせない」という回答

が男女ともに最も多くて、「男女平等に」と回答している割合も全体として増えています。 
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 しかし、特に４０代、５０代において、「女性がすることも仕方がない」と回答した女性

の割合が大幅に増えているということがありまして、１８ページの一番下にあるのですが、

男性では女性がすることも仕方がないと答える割合は減っているのですが、女性では増えて

いるのですね。結局、今まで実際に平等だ、平等だと言ってはいるのだけれども、実際にそ

ういう介護を担う世代。特に女性になってくると、やらざるを得ないのではないかという状

況が伺えます。 

 以上が、おおよそのこれまでの前回との比較で、特に顕著な例のものです。 

 次に、「子育て、教育について」ということで２２ページごらんください。「女の子は女

の子らしく、男の子は男の子らしく育てる」ということ、「○○○らしく育てる」というこ

とに対して、「○○○らしく育てた方がいい」というのは、全体として比率は増加していま

す。特に男性の方がよく伸びているというか、その割合が大きくなっています。反対に女性

においては、「○○○らしく育てる」ということに対して否定する人の割合の方が増えてい

ます。こういうことから男女間での意識の差というのが、少しずつ大きくなっているのかな

というのがわかります。 

 ２４ページの「３歳までは母親が育てた方がよい」という、いわゆる３歳児神話なのです

が、男性においてはやや増えた反面、女性ではやや減っているという状況です。こちらにお

いても、特に男性の側に３歳くらいまでは母親が育てた方がいいのではないかという意識が

根強く残っていることがわかります。 

 次に、２７ページなのですが、「子供に望む将来像」ということで、表紙にもあったので

すが、男の子に対しては、こちら２７ページ表があるのですが、上位５位までは前回調査の

結果とは変わっていないのですが、順位はその中で変わっています。１位は男女、男の子、

女の子ともに「思いやり」が１位です。２位からちょっと変わってくるですが、男の子には

「行動力」、「自分で決められる人」、女の子に対しては「気配りができる」、「だれにで

も好かれる」というふうに続いています。 

 特に２８ページの下ですが、そんなにすごい差があるというわけではないのですが、右側

が女性全体、左側が男性全体の回答ということで、男性の方が女の子に対して、だれにでも

好かれてほしい、思いやりを持ってほしい、気配りができてほしいという割合がやや大きい

ということがわかります。 

 次に、男の子と女の子に対する進学の希望なのですが、３０ページですね。女の子にも「大

学を」という割合も増加しているのですが、やっぱり圧倒的に男の子に対して「大学まで」

希望している割合の方が高いです。その理由ですね。その理由は３３ページにありますけれ

ども、女の子に対しては、「ある程度の教育を受ければ十分だから」の回答が一番大きくて、

男の子には「高等教育を受けさせたい」という回答が最も多かったです。この意識の差が進

学の希望の結果に反映されているのではないかということがわかります。いろいろなところ

で男女平等にというふうにして、意識は少しずつ変わってきているのかなと思いつつも、や

っぱりこういう教育の場面においては、やはり自分の子はこうなってほしいというジェンダ
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ー再生産というか、そういうのが伺える結果となっています。 

 最後に、市の政策についてということで４０ページから載せてあるのですが、一番最後の

４３ページのところですね。こちらの方、細かいので数字をそのまま載せたのですけれども、

市に望むこととしては前回評価と同じく、「育児・保育」そして「介護のサービス」の充実

を上げる人が男女ともに高い割合となっています。 

 特に女性においては、やはり若い世代ほど「育児・保育のサービス」を求めて、年代が高

くなってくると「在宅介護のサービス」を求めるという傾向にあります。 

 全体を通してなのですが、前回の調査と比較すると、男女合わせた全体の比率というのは、

それほど変わっていないのですが、先ほども言いましたように男女別、年代別でちょっと見

ていくと、結構分野、項目によっては大きく変化しているところがあります。特に見ていて

思ったのが２０代の男女ですね。男女ともに平等に、例えば「家事・育児は男女平等に」と

答える割合がすごく高かったりするのですが、特に２０代の女性ですね。「出席簿は男子を

先に」とか、「今のまま夫婦同姓がよい」、「男の子は大学まで出てほしい」という割合が、

ほかの世代よりも高かったり、２０代の男性においては、「女の子は女の子らしく、男の子

は男の子らしく育てたい」というような、そういう傾向が伺えるのと、前回からそういうと

ころが変わってきているのではないかなということが見受けられます。 

 また４０代、５０代、特に女性においては、男女平等だと評価する比率が割と年齢によっ

ては前回から減っているということがわかるのですが、例えば再就職をしたいとか介護だと

か離婚という、そういう場面において、男性よりも不平等を感じているのではないかなとい

うことが想像できる結果となっています。 

 という結果を、まとめさせていただきました。 

○桜 庭：はい、ありがとうございました。 

 さて、ご意見ございませんか。ご質問でもよろしいのですけれども、ございませんか。余

り膨大なお話だったので、皆さんも一生懸命でございまして。ご質問とかございませんかね。

それぞれご関心のお持ちの部分で、いかがでしょう。日常お感じでいらっしゃるといいます

か、お考えられていることと、この意識調査で出てきた結果みたいのですね。それぞれの年

代もございましょうし、女性、男性の性別もありましょうけれども、ご自分のこのアンケー

トに答えられたときの意識といいますか、ご自分の考えと、あら、ここはこんなに食い違っ

ているわとか、ああ、まあまあ妥当でしょうねえとか。前回の調査で年数がたったので前の

何十代、４０代の人が今度５０代になっていると同じような意識のまま残っているかという

こともありますよね。今の時点で５０代でいらっしゃるという方は、前回４０代でもしいら

したら、そのまま意識を持ち上げて今回の意識調査の回答になっているということもあるの

かなと思ったり。 

 いかがですか。余り大きな点が、たくさんのことがありまして皆さん、あれですかね。 

○平 井：一つすごく不思議に思ったことなのですが、２０代の女性の考え方が、ほかの年

代の男女に比べて、ちょっと偏っているような印象を受けるのですよね。例えば進学の希望
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なんか。 

○桜 庭：ああ、進学ですね。 

○平 井：ええ。それなんかは、２０代の女性というのは男の子と女の子、ともに進学をさ

れたいという人が大きいのですけれども、例えば男の子の進学希望についてということで、

男性と女性ですと２０代の男性と女性の考え方が随分違うのですね。 

○桜 庭：ああ、違いますねえ。 

○平 井：これはどういうことなのかなと気がいたします。 

 それから、子供は３歳ぐらいまでは母親が育てた方がいいという意見も、やっぱり２０代。

やっぱり２０代は当事者ですから、そう思うのですけれども。何となく私たちはふだん思っ

ているのは、若い世代が少し保守的になっているかなというのが、いつもちょっと感じてい

るものですから、そういうのも関係するのかなというふうに、感想をちょっと抱きました。 

○桜 庭：はい。 

○三 崎：ご意見を伺っていて、夫婦別姓のところで私は２０代の女性が同姓を望むものな

のだなというのが、年齢の上の者にとっては、とても意外な結果ですから。 

○桜 庭：そうですね、ええ。もっと若い世代は夫婦別姓も賛成を示すだろうと。 

○三 崎：ええ。そういうふうに私は思っておりましたのですけれども、同じでいいという、

結構高い割合で、ちょっと驚きでした。 

○桜 庭：そうですね、はい。いかがですか。お若い世代の方は、そういうことはお感じに

なりましたか。何か若い方お二人、左右にいらっしゃるものですから。 

○三 崎：ぜひその辺は若い方のお考えを聞いてみたいなというふうに思っています。 

○村 上：一応２０代なのですけれども、ぎりぎりなのですけれども、どうなのでしょう。

ちょっと、すごく偏っているので、私自身これにはちょっと当てはまらないので疑問には思

うのですが、ある部分、現実が見えている世代でもありますよね。制度的なこととか、そう

いうところが絡んで本音とずれているのかなと勝手に思って見ていたのですけれども、個人

的にはやはり２０代としても余りに差があって不思議だなというふうには感じています。 

○桜 庭：ああ、そうですか。建前としては夫婦別姓がベターだろうという意識があっても、

実態として別姓を実際取り入れた場合の弊害がある。現在の仕切りの煩わしさとか、周りの

目線、好奇心とか、いろいろなものと面と向かわなければいけないという、そういう現実的

なお考えの方が逆にウエートを占めてしまって、こういうアンケート調査の結果になったの

かなと。 

○村 上：それからあと個人的な見解になりますけれども。すごく揺れる。自分自身も。 

○桜 庭：ああ、そうですか。揺れて現実の方にぐうーっとこう。 

○村 上：そう、変わる。 

○榎 本：結婚している方と未婚の方との考えもちょっと違うかもしれませんね。別姓なる

とかね。結婚したら同姓がいい、同じ姓がいいとかと考えるのではないだろうかと思います

が、どうなのだろうね。 
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○桜 庭：制度自体がなめらかになっていないから、いろいろな煩わしさがあるだろうなと

いう、そういうものはちょっと若い世代にはおありでしょうね、きっとね。別姓にすること

と男女共同参画とかというのが、どこで直接的に結びついているのか。そのことが本質的な

男女平等の実現というと、どこで本当にきちっとコンタクトされているのかという、この辺

までの広く深いお考えとか、そういうものをお持ちにならないとなかなか現実の方にぐうー

っとまた引き戻されるというか、そういうこともおありなのだろうとは思うのですね。 

○三 崎：そうですね。それもあるのかもしれませんね。結婚して子供を産むというと、法

律も余りきちんとしない中で、やっぱり不安で、夫婦同姓でいく女の方というのは、主に増

えてきたのかなと。 

○桜 庭：例えば夫と自分が苗字が違うと。では、お子さんが産まれたら、どちらの苗字を

おつけになるのかとか、今のいろいろな仕組みの中では、かなりいろいろなハードルがあり

ますね。その辺のこともおありなのでしょうね。 

○平 井：ただ、その辺のことはわかるのですけれども、出席名簿についてという項目を見

ますと、小学生についても中学生についても２０代の女性が突出しているのです。男子を先

にというふうになっていて、これがちょっとわからないですね。 

○桜 庭：そうですね。 

○平 井：これは理念の状況ですとか、制度上のものではないので、女性がどうしてこうい

う考えに固執しているのかなという感じで、ちょっとわからないのですけれども。 

○桜 庭：２０代の方のそういう意識形成は親子さんとか、それまでに経験した２０代の方

の経験則できっと意識が形成されていると思うのですね。そのときに、今２０代の方がこの

ような選択をされるということは、何でしょうね。今の状態が一番望ましいとお考えになっ

ているのでしょうかね、意識としては。２０代の方は。 

○三 浦：ちょっとわからないのですけれども、２０代の方はきっと男女別の出席簿で呼ば

れてきて、小学校時代呼ばれているのではないかなと思うのですよね。３０代、４０代にな

ると、自分の子供が小学校に行っていると男女混合の名前で呼ばれていて、違和感がなくな

ってきていると思うのですよ。私も幼稚園教諭をしているときに、ずっと男の子が先、女の

子が後と、すごく便利だったのですよね、変な話ですけれども。やはりそれではいけないの

ではないかという話が出てきたときに、すぐそこではまだチェンジはできなかったのですけ

れども、長年現場にいると、ちょっと違和感はあったのです。 

 ですから、この２０代の女の子たちはきっとそれでなれてきているときに、自分の子供を

持たないでいると、何となくそのままでいいのではないみたいな感じで、母親方世代で子供

を見ていると男女混合で別に違和感、何も不便はないという感じが私はこれに出てきている

のかなとちょっと、そういう見方もあるかなと思いました。 

○桜 庭：そうですね。２０代の方は学校にいたときも男性が先で女性が後ろということの

経験則でね。 

○三 浦：が多分あったと考えます。 
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○桜 庭：それがベースにされていると混合名簿とか、そういうのは余り必要ないかなと。

まだ自分のお子さんが学校行っている年代でなければですね。 

○三 浦：かなというような気もしました。 

○桜 庭：なるほど、そうですね。そういうお考えもありますね。 

○平 井：ちょっとわからないのですけれども。これはアンケートですから、ここへ至るま

でに男女平等に関するいろいろな質問に答えてきているのですよね。 

○桜 庭：はい。 

○平 井：そうすると、単に経験則だけかなと思うのですね。 

○桜 庭：そうですよね、意識ですから経験則だけでは、自分の経験はご自分はこういう男

性が先、女性が後ろという名簿でずっと成長してきたと、体験されてきたと。 

 だけれども、２０代の今にこういう男女平等に関する意識調査でいろいろ聞かれて、なお

かつご自分の体験した、経験した形でよしとするという、その着地がちょっと不思議な気は

しますね。 

○村 上：これは２０代の女性の詳細についてわかるのですか。何をされている方かという

のは。 

○桜 庭：それはちょっと細かく、それはわかりませんね。このさらに、諸資料の中ではわ

かると思いますね。 

○三 浦：それと、ちょっと気になったのが全体の回答者の比率なのですけれども、２０代

がやっぱり圧倒的に少なかったので、少ない中でばっばっと分かれてきたので、この辺がど

ういう取り方だったのかなと、私が初めてこれを見たので。 

○桜 庭：ちょうど表紙の裏に２０代が全体の１２％ですね、大体男女とも。ちょっと少な

いですね。度数がね。 

○榎 本：やっぱりバランスとってアンケートをお願いしているのでしょうけれどもね。 

○桑 島：すいません。ここに、これもまだ最終版ではないものですから、初めにみたいな

部分がすっぽり抜け落ちているので、ごめんなさい。申しわけありません。サンプル数とし

ては全部、トータル１，０００人ですから同じ比率でもって選んでいます。 

○榎 本：そうでしょうね。だけれども、回答者が同じ比率でくればいいのでしょうけれど

も、若い人少なかったり年代の人多かったりすると、ちょっと狂ってくる。 

○桜 庭：ええ。 

○桜 庭：意識ですから若い世代を注目したいところですけれどもね。 

○榎 本：大体これ１，０００出して約４００ですけれども、大体このくらいなのですかね、

回答者。 

○川 村：４割ぐらいが妥当なところというか、ほかの自治体の調査で。 

○榎 本：やっぱりね。 

○桑 島：決して妥当ではないのですけれども、それが精いっぱいのところということで。 

○榎 本：そうですね。４割ならいいのかなと思うのですけれども。 

 - 9 - 



○桜 庭： でも、そういう回答数が少ない２０代のでも、これは現前とした市民の意識に

なってしまうわけですよね。何かこういうのを見ますと、そういう男女共同参画進めるより

も進めない方がいいような、若い方はそういう共同参画、世論参画を望んでいないというよ

うにもとらえかねないですよね。困りましたね。 

 はい、永谷さん。 

○永 谷：学校生活で男女差別とか余り感じたことはないのですけれども、３ページの。 

○桜 庭：３ページ、はい。 

○永 谷：職場・職業のところと５番の法律や制度のところを比べてみると、法律や制度で

は平等だと感じている人多いのですけれども、職場・職業では平等で感じていないという方

が多いので、私も今、就職活動の入っている友達も多いのですけれども、求人欄とかを見る

と法律や制度についても触れているのですけれども、育児休暇とかの制度の部分に、そうい

う制度が国としては法律や制度で決まっているのに、実施していない企業が随分多くて選ぶ

ときも困るということが多いので、大変なところだなと思うのです。 

○桜 庭：そうですね。 

○松 下：一般の会社はなかなかね。そうはならないからね。 

○桜 庭：松下委員が詳しくお話してくださいますか。 

○松 下：それは我々もそういうものを把握して努力してやろうとしているのですよね。で

も不十分で、これは確かですよね。そういう意味でやっぱり、ありますね。 

○桜 庭：そうですね。 

○松 下：実際問題としては、この中で法律ですとか、それから政治に差があるというのは、

どこが差なのかなという、ちょっと、これはちょっとわかりづらいですね。実際あるのでし

ょうかね、制度的に差が。男女別姓はもちろんあるかもしれませんけれども、これについて

は特にないかなという気していましたけれども、意外とあるものですね。 

 それと２０代と、それから５０代、６０代というのは、やや似ている、共通点が多いです

ね。これは格差でいけば３０代と４０代と、この差が出ていますよね。これはやっぱり時代

のいろいろな社会経済、生活環境から出てくるものなのか、あるいは価値観ですか、そうい

う気もしているのですけれども、わからないのですけれども、何とも言えないのですけれど

も。 

○桜 庭：ありがとうございます。 

 やはり法律や制度は例えば育児などを見たとき、女性だけが利用するという考えではない

のですよね、制度的には。男女がともに活用できるという仕組みなのだけれども、実態とし

ては育児なんていうテーマを見たら、女性の方が利用した方が、より、ベターだろうという

ふうに、女性側として利用しやすい環境が整っているかと見てしまうと、制度としては割に

フラットなものなのですよね。男女を全然考えないでね。 

 でも、現実の社会の選択というか現実状況は、育児というテーマにスポットを当てたら同

じ制度があっても男性は利用されない。専ら９０何点何％、女性がその制度を利用されると
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いうことで、女性側から見ると、とても不十分だというか、利用がしづらいし、制度も整っ

ていないという、法律や制度であるのだと、整えているのだと言っているのは、言われても

実態としては、実感としては制度がないに等しいというか、そんなふうに見えてくるのです

ね。なかなか社会的な育児って難しいですね。企業さんをメインにしたですね。 

○松 下：育児される側に立って、子供の側に立ってみると母親がいいか、父親がいいかと、

母親でしょう。 

○浅 野：せっかく仕組みがあるのですけれども、やっぱり国がやったように法律でもある

のですけれども、私の経緯から言いますと、やっぱり育児をしながら働くということが、女

性にとってはもう本当に１００％負担になるのですよね。ですけれども、今、若い方も言わ

れていましたけれども、すごく身にしみてわかるのですけれども、やっぱり均等法ができて

から、もう２０年たちますよね。 

○桜 庭：そうね。 

○浅 野：ですけれども、私が今日とても仕事が忙しいから、あなた休んでもらえないかと、

子供が病気のときやなんか言いますよね。そうすると、いや、おれはもう一生働かなければ

ならないのだから、そんな休んでいられないから、もう頼むと言われたら、私だって一生働

きたいのに、って。でも、子供を取るか、仕事を取るかと言ったら、どっちということでは

ないのですけれども、やっぱり母性があって子供を取りますよね。どちらかに選択を迫られ

たときはね。 

 せっかくの仕組みを世代間の意識の違いというか、旧来からの考え方の違いというか、そ

ういうものがせっかくの仕組みを貧相なものにしてしまう。本当に生き方も仕事も楽しめな

いというのが本当に現実の、これから若い人は親のそういうのも見ているでしょうし、若い

方はこういうことにも挑戦していかなければならないということで、すごく負担に感じるの

が現実でないかなと思いますね。 

○桜 庭：そうですね。 

○浅 野：あくまで私たちが提供したものが開いて、本当もがいてきたのですよね、私自身

も。だから、そこ開いてあげなければ、若い人はそれこそ少子高齢化に向かっていく。すご

く感じます。 

○桜 庭：ええ、そうですね。確かに子育てというのは一定期間をクリアすると、ああ、終

わったという安心感が、お一人お一人の家庭とかはではあり得るのですね。でもきっと、次

の世代の女性がまた子育てを仕事としながらやっていくというので、そうすると女性は女性

を助けなければいけないというか、つらい思いをされた先輩の女性が自分はもう子育て終わ

ったとしても、次世代の女性のために社会的な仕組みが本当に生活の中に根づくような門戸

を開くような活動をしていかなければ、男性に期待してもなかなか即は、ごめんなさい。 

 子育てに関して見れば、仕事と育児という見たときには男性はちょっと、やっぱり親はお

母さん親の方に子供が手を差し出すのではないかなという感じで、どうしてもちょっとすき

間があるといいますか、距離感がちょっと感じられて、そこの難しさが、それはもう本当は
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根幹の意識なのだろうと思うのですけれども、それぞれ男性の女性の、ね。そこがなかなか

届きづらい、気づきづらい、日々の忙しさに流されていってしまうとかねということで、そ

こがどうしても、つかまえて、キャッチしてね。うん、そこをやはりつなげていくというの

が、きっと社会的な一人一人の意識を少しでもフラットな形にといいますか、いい意味の助

け合い、男性と女性ができていくというのに結びつく意識づくりになっていかないのかなと

いうのは、よく感ずるのですね。 

 男性の方、ご意見ございませんか。 

○松 下：そういう意味では、男性はかなり変わってきますよ。 

やっぱり奥さんに任せ切りというのは、そうはないと思うのですよ、子供に対してもね。や

はり運命共同体と言いますね、子供育てるのに。と言いながら、やっぱり役割分担の中でサ

ポートできるところはしていこうと、かなり変わってきているのではないかと私は思います

けれどもね。 

○浅 野：でも、個人がそういう意見になっても、やっぱり経済とか周りの状況の男性がね。 

○松 下：ええ、それはあります。 

○浅 野：もう本当、企業戦士みたくなってね。 

○松 下：ええ、それはそうですよね。社会全体のやはり。 

○浅 野：左右されますよね。 

○桜 庭：その辺で実践的な社会的なサポート活動が三浦委員のような形の、いろいろな形

の取り組みが地域にいろいろなメニューが目指していかれれば、きっと企業だけに、たった

一つに育児をお願いしたいというだけではなくて、地域の財産とか人のネットワークとか、

いろいろなもののいろいろな形の変形というか、いろいろな形の取れたものがきっとたくさ

ん広まってくると、働く女性が企業の育児だけを頼りにするのではなくて、家庭の場の、町

の育児機能というか、育児能力を頼りにできるとか、それでいろいろな保育の形もいろいろ

形を変えてきていますよね。 

○三 浦：そうですね。 

先ほど男性が変わってきているかどうかというあたりのところで、職場のこととかいろいろ

な面ではまだまだと思うけれども、家庭内での男女のというところを見ると、つい先日、日

曜日に「おもちゃフォーラム」という講演会をしたのですよね。そのときに、もうおととし

ぐらいからそういう日曜日とか土曜日、お父さんも来られるような日に講演会を主催してい

るのですけれども、それがやっぱり年々お父さん連れというか、だんなさん連れが増えてき

ているのです。赤ちゃん連れでもちろん託児つきの講演会をしていますので、そういった場

合に全然不思議ではなくて、地下鉄なんか乗っていてもだっこバンドでお父さんが赤ちゃん

をだっこしている姿がすごく増えたのですよね、この二、三年ですね。前はしょっていたり

とかしますけれども、今はだっこで、それを全然不思議ではないようにお互いやるようにな

ったの、私はすごく感激だったのですけれども、そういう講演会の場にもベビーカーに乗せ

てお父さんが来て、お父さんがあやしたりしている。お母さんに一生懸命聞いてもらうみた
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いな。お互いは聞くのですけれども、その辺の協力がじわじわとできて、それが変ではない

と男の方からも見て、きっと多分変だとは思って、変だなと思う方もいるかもしれませんけ

れども、変ではない日常になってきている。 

○榎 本：同姓から見ても何も変ではない。かえってほほえましくて、いい感じだと思いま

す。 

○三 浦：それがもう爆発的に増えているわけではないのですけれども、じわじわと増えて

きているのかなというようなところ。一つの家庭が増えていくと、周りがそう増えていくと

いう感じで、ちょっとずつ期待したいなと。 

○木 本：そうですね、若い世代はだっこバンドでやる世代もどんどん増えているのでしょ

うけれども、この調査結果見て若い世代だけではなくて、今まで一番変わりたがらない６０

代の男性が、その地域でもって第２の人生を輝いて生きたいという思いかしらないけれども、

私、勝手にうれしくて思っていますけれども、ボランティア活動についてというところで、

現在の男性が圧倒的に実際の地域に住むにつれて、当然なのですというふうに変わる。今ま

で職場カラーとかでなくて、地域に対して何かすることがないか、おれはそんなことはしな

いのだというふうに言っていた６０代が、こんな意識になってくれたというのが、私は世代

が近く、ああ、男の人は変わってきたのだというのがとってもうれしかったのですね。その

辺で、やっぱり男の人を上手に地域に引っ張り出す力というものが、こんなに潜んでいるの

だという、この調査結果というのかな。これはうれしかったですよ。 

○桜 庭：そうですね。 

○木 本：これが何かの力になるであろうというふうに、私なんかうれしいですね。男の人

は女の人より変わりづらいと言いながら、女の人よりもっと社会的なハードルの中で、ここ

までやっぱり意識が変わってきているという部分に拍手したいです。 

○榎 本：私の身近でもおりますよ。退職されたら町内会活動、一生懸命やっているという

ね、おります。全然やらない人もいますけれども。やっぱり生きがいにやった方がいいと思

うのですよね。健康も保てますし、ぼけないし。そうですね。やっぱり老化したらボランテ

ィアが一番いいという、何か言っていますからね。 

○木 本：できることで、こんなふうにすばらしい意識になっているのがうれしかったです。 

○桜 庭：はい、ありがとうございます。 

 ある年代の男性の地域活動は、きっと男性は企業で働かれているから今、ＮＰＯとか管理

の所管にございますけれども、そういうきっとこれまでの経験則で培ったノウハウを、そう

いう知恵をいろいろな方から集めて、きっとそういうものと結びついた地域活動、今までの

町内会一色でないね。地域の何か住みやすさとか子育てしやすさとか、子供たちを健やかに

育てるか、いろいろ従来の青少年の健全育成とか云々というだけではない、また違う色を加

えた形とか、新しい形でね。そういうものがきっとこれから芽吹いてくるのかなと、そうい

うように夢と期待を込めてもいるのですけれどもね。 

○榎 本：この間も桑島参事の、町内会の役員会の講演にも、もう私くらいの上下の年代の
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人ばかりでしたもね。連合町内会の役員はね。 

○桑 島：そうですね。 

○桜 庭：あともう一つ教育といいますか、女の子と男の子の進学ですか。この辺について

何かご意見をお持ちだった方いらっしゃいませんか。 

 大橋先生。大橋先生は何か、女の子と男の子の進学とかということについて、このアンケ

ートと教育の現場とか。 

○大 橋：アンケート結果は結果でしょうけれども、実際は女の子の大学が随分ありますか

ら。 

○桜 庭：ええ、そうなのです。 

○大 橋：随分、進学率は、大学の進学率は物すごい。 

親はそうは思っても、そうはなかなか問屋はおろさないのですよ。 

○桜 庭：実態とちょっとアンケートの結果と、実態、実感とはちょっと食い違うというの

は前回の委員会でも（意見が）ございましたね。 

○大 橋：話したついでにいいですか。 

○桜 庭：はい、どうぞ。 

○大 橋：私、事前に送られてきた集計の冊子を見て、しみじみ思ったのですけれども、す

ごい労力とすごい手間と作業を費やして、これだけこなしているなというの、感心しました。

すごい。 

 ただ、アンケートですから、突っ込んで聞くことができませんから、理由を聞いて、聞け

ないだけの。ちょっと私も教員ですから、学校教育の不平等についてという欄がありました

けれども、これ学校のやつはもう一番少ないのです、これ。はっきり言って。男女平等には

なっているという比率は、もうどの項目よりも圧倒的に、３ページぐらいだっかな、見ても

わかるのですけれども、４ページか。４ぺージ見ても、第１位の学校教育が６２．１％も平

等になっていると答えているぐらいですから、あともうほかのはもう全然違うと。そのうち

でもまだなっていないという指摘ですから、その辺の理由の追跡がちょっとないものですか

ら、わからないのですけれども、学校は随分、おくれているところもあると思うのですけれ

ども、今の学校はもう男子と女子の区別もほとんどないですから。混合名簿やなんかに焦点

が当たっていますけれども、ちょっと私が話すと非常に手厳しいのですけれども。 

○桜 庭：はい、どうぞ。 

○大 橋：混合名簿は、市内は１５の学校があるのですよ、小学校と中学校。小学校で混合

名簿になっていないのは１校です。小さい学校ですよ。 

○桜 庭：はい、ありましたね。 

○大 橋：なっていないところは、もう残るのは１校だと。その１校も考えるのかどうかは

しりませんけれども、たかだか一クラス１０人以下しか、５人から１０人しかいない学級で

すから。はい、マリちゃんと、こういうぐあいに言ったり、男も下の名前で指す学校だと思

うのです。 
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○桜 庭：ああ、はい。 

○大 橋：もう混合にしようがしまいが、大して違いないと。この間、昼食会のときに答え

ていましたけれども、そこの教頭もね。急に質問受けるからびっくりしたと言っていました。 

中学校ではほとんどの学校が混合名簿になっていません。 

○桜 庭：ああ、そうなのですか。 

○大 橋：ほとんどの学校。１校だけです、なっているのは。 

○桜 庭：ああ、はい。 

○大 橋：これは非常に難しいのです、中学校の場合は。中学校を卒業すると、さっき大学

の進学、高校の進学も抱えるものですから、これは比率を出してやらなければいけないので

すよね、もう詳細にこう。そして男女に分かれている教科もあるのですよ。若い人たちでな

くても、みんな知っていると思うのですけれども、分かれていない教科。今、技術と家庭と

いうのは大体同じく男女混合でやってしまうのですよね。同じクラスでやってしまう。一致

しないのは、一番おくれているのは体育が混合にならないのですよ。 

 どうしてならないかというと、おわかりいただけますよね。中学生ぐらいになったら体力

が全然違うから、混合にはできないのですね。評価ができないのです、一緒にさせると。そ

ういうネックがあって中学校の、これは我々の行政区域は石狩管内というのですけれども、

石狩管内のほとんどの中学校は混合にはなっていません。 

○桜 庭：ああ、そうなんですか。 

○大 橋：というぐあいに、混合にするというのは難しい要素、すごい絡むのですよね。 

○桜 庭：ああ、なるほどね。 

○大 橋：市内の小学校はもうほとんど混合になったととらえてください。 

 それから、これからちょっと厳しいのですが、前年度の学校教育は男女平等に非常に近づ

いているという数値は出ていたと思うのです。そして、その混合名簿だけとらえられると非

常に学校の中の今度、問題点の整理やなんかにすごい精力を費やすのですよね。だから、学

校の動きにも合わせてもらわなければいけないので、もうこれは少しずつ、少しずつ進んで

いって、もう最先端が行っているというのは、ここの数値のとおりです。 

 それで、どうせやるのだったら、ほかの項目のところで不平等が生じているという、これ

は大きく見て、そういうぐあいに言っていると思うのですけれども市役所なら市役所、教員

の何倍もいますから、これ。市内の。市役所の問題点のそういう、ある部長さんがいますけ

れども、洗い出しをして、そこでまず先鞭をつけてほしいと。 

○桜 庭：いや、どちらが先でもよろしいことなのです。 

○大 橋：そして、学校と同じレベルまで持ってきて、そして一番進んでいるところ、まだ

直せ、まだ直せというよりも、おくれているところ上に上げた方がはるかに男女平等は進み

ますから。 

○桜 庭：伸び率で考えますとね。同じ率で、数字で見ますとね。 

○大 橋：というぐあいにとらえていただきたい。そういうぐあいにやってほしいと。混合
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名簿だとか、混合名簿が男女平等になるかどうかというのも、私は、ちょっと疑問視はする

ところはありますよ。それも一つのしかるべき方策の手順の一つかなというふうにしか考え

てはいますけれども、そういうぐあいに今度、課題は打ち出すのだったら違う場面で打ち出

していただきたいと。 

○桜 庭：それは、ご意見はいろいろございますね。確かに混合名簿も一つの要素ではある

のでしょうね。でも何か学校の外側から見るものにしては、割かし見えやすいという部分で

あって、それは教育の方の先生方と教育の父母側とか父兄側とかの意見交換を十分された上

が一番よろしいかなと。先生の方のご意見も出てこなければわからないというところはある

でしょうね。 

 はい、ありがとうございます。ほかに、この意識調査の方はこの辺で意見交換とめさせて

いただいて、次に入らせていただきたいと思います。時間の配分のこともございますので。 

 では、二つ目に当たります教育における男女平等の意識づくりのモデル授業につきまして、

事務局の方から説明をいただきます。お願いいたします。 

○川 村：そうしましたら３ページ、４ページごらんください。資料はこの横版のモデル事

業計画。ちょっと薄いのですが、こちらの方とあわせてごらんください。 

 この前の委員会でもお知らせしていたとおり、９月にこちらの方から男らしさ、女らしさ

とは何かという男女平等意識づくりのモデル授業を、何か時間を持ってもらえないかという

ことで市内の小中学校に問いかけまして、１０月に３校決定しました。それは３ページの下

の方に出ているのですけれども、それぞれの担当教諭と打ち合わせまして、この１１月から

その授業が始まるのですが、その授業は一応統一した形というのは、まず事前アンケート、

女らしさ、男らしさについてのそういうアンケート。学年によって問いかける内容変わって

くるとは思うのですが、とってもらって、それに沿って時間の中で道徳でも総合的な学習の

時間でもなんでもいいのですけれども、それについて話し合いを持ってもらって、その授業

を通して子供たちが何か気づいたことはないかということで感想を、事後アンケートをとっ

てもらうという流れに沿ってやってくださいということでお願いしました。 

 ３校ですね、若葉小学校と花川南小学校と石狩中学校、それぞれ道徳と性教育と家庭科の

時間でいろいろなモデルがつくれるかなと思うのですが、こちら横版の資料ですね。それぞ

れのこういう形で授業を進めますというところがあるので、ちょっと簡単に説明していきま

す。 

 まず、１番目の若葉小学校なのですが、こちらは昔話、桃太郎の話を読むということで、

資料１、資料２というのあるのですが、資料２の方がおじいさんとおばあさんが立場が逆転

していて、多分桃太郎ではなくて女の子の桃子が産まれてくる設定なのですけれども、その

話を読んで何かその中で気づくことはないかなというふうな進め方をするということです。

実際に若葉小学校の４年１組なのですが、１１月の下旬にこの授業をするということで、私

たち委員が見学してもいいということなので、ぜひ皆さんに日程決まり次第お知らせします

ので、見学に行きたいと思います。が、若葉小学校です。 
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 次、２枚目が花川南小学校。こちらは性教育の時間の中で、もう実際にそういう取り組み

をしているので、もし協力できればということで学校の方から言っていただきました。性教

育って、いわゆる男の子と女の子は体が違うのだよということから入っていくのですが、実

際に家庭のしつけなどによって性役割意識がはっきりしてくる。男らしさ、女らしさという

のは、一体どういうことなのだということで、結局は一人一人の特性に応じた大切さを理解

しようということなのですが、右側の方に事前アンケート、事後アンケート、感想ですね、

あるのですが、男の子、男に産まれてよかった、女に産まれてよかったと思うことあるかと

か、学校での会長、副会長がどうなっているか。あと家で、社会で、男の仕事、女の仕事っ

て何だろうというふうなことを考えるのものです。 

 その次に、最後に石狩中学校。これは家庭科なのですが、これは家庭科の教科書の中にそ

ういうことを考える場面があったので、後ろに教科書のちょっと写しついているのですが、

よりよい家族関係を考えようということで、その中でロールプレイングをしたり、家族関係、

協力理解を考えるということで、最後には男女共同参画社会基本法ってこういうことなのだ

よということを勉強するあれなのですけれども、石狩中学校では３時間も時間を取ってくれ

るということで、今回教科書に載っているから必ずしも取り組むというわけではなくて、そ

ういうふうなことを進めるのであれば３時間持ちましょうと言っていただいたので、すごい

ありがたいなと思ったのですが、そしてまた石中のアンケートでは女、男の丸するところを

逆にしてあるのですけれども、別に特に何も言ったわけではないのですが、多分こういう取

り組みなのでということで逆にされているのだと思うのですが、実際に家族の気持ちを考え

ようということで、ロールプレイングで取り組んでいくという内容となっています。 

 見学するのは若葉小学校なので、日程が決まったらまたお知らせいたします。 

○桜 庭：はい、ありがとうございます。 

 これは、私たちは若葉小学校で１１月の下旬、実際ワタアイ先生と言うのですか。 

○事務局：ワタライです。 

○桜 庭：渡會先生かな。この先生がちょうど授業を持たれるときにご案内いただいて、ご

都合のつく委員できるだけお一人でも多く現場を見ていただきたいということですね。それ

からまた、次回でもご意見をいただくという形にさせていただきます。特に何かご質問とか

ございますか。今日いただいた資料ですので、これをベースにして学校現場でやられるとい

うことですね。 

○事務局：そうです。 

○桜 庭：三つ目の男女共同参画セミナーについて、お願いいたします。 

○事務局：男女共同参画セミナー。この本市における教育ということで、セミナー目的はテ

ーマは教育における男女平等ということで、今回は教育委員会と共催という形で１月から２

月にかけて２回開催しようと思います。 

 一つ目にはワークショップ。隠れたカリキュラムに気づこう、差別体験授業とあるのです

が、これは私が８月に埼玉県のヌエックで女性学・ジェンダー研究フォーラム行って研修し
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てきたのですが、その中でとてもインパクトのあるワークショップがあったので、こちらす

ごくいいのではないかと思いまして、これは教室の中のジェンダー・バイアスに気づくワー

クショップ、差別体験授業の実践でアメリカの「青い目茶色い目」、「エリオット先生の差

別体験授業」という多文化教育のカリキュラムをもとにしたプログラムで、これから今後の

教育の取り組みとかそういうものを進めるに当たって、これまで私たちが受けてきた教育と

いうのはどういうものだったのかというのを見つめ直して、今後どういうふうな取り組みを

進めていくかというのを考える機会になるのではないかなと思うのですが、実際に内海崎先

生という講師の方が学校の先生なのですね。私たち参加者は生徒という設定で２０分の授業

を体験するのですけれども、あなたは男の子だから、あなたは女の子だからというふうなす

ごく差別的なことを言っていくわけです。実際にそんな先生はいないのですけれども、私自

身やはりこれまで受けてきた教育というのは、家庭科と技術科に分けるの別々だったりだと

か、そういえば絵の具箱の色は女の子は赤で、男の子は青ともう決められていたのだとか、

そういうことがすごく差別の追体験というか、何かすごい、体験としてすごくわかるという

か思ったので、いいのではないかと思って企画というか載せてあります。 

 二つ目にはＣＡＰ（キャップ）大人ワークショッププということで、この前平井委員から、

どうぞ見てくださいと言われて、３１日にりんくるやりましたね。私行ってきて、ＣＡＰっ

て子供が暴力から自分を守るための教育プログラムということで行ったのですけれども、多

分大人のワークショップだからだと思うのですけれども、講師の先生がすごくジェンダーだ

とか男らしさ、女らしさ、暴力ですね。例えばドメスティックバイオレンスってＤＶが９９％

は男性からの暴力だとか、その構図というか、ジェンダー、らしさの話だとかすごくされて

いて、ああ、何かすごくＣＡＰを通して男女共同参画ということが学べるのではないかなと

思いました。 

 実際にキャップで子供たちが逃げるときに、おーっと低い声出しますよね。あれを収得し

た大人の女性の方なのですが、痴漢に遭ったときにその声を出して逃げられたということが

あったと話されていたのですけれども、やっぱり私たち女性というのは、そういう場面にな

ったときはきゃーとかすごく悲鳴を上げなければいけないみたいな、そういうふうにやっぱ

り訓練されていると思うのですよね。そういうところで、そうではなくて自分の持っている

エンパワーメントみたい、持っている力を発揮するという意味で、結構ＤＶそのままに直結

するあれでもないのですけれども、こういう切り口で学ぶのもいいのではないかと思います。 

 こういうふうに計画しているのですが、もう一つ、これらの参加者だとか、これまで  

した国内研修だとか、いろいろ参加されてきた方の中に、今までやってきたのだけれども、

ほかの人とのちょっと交流が持ちたいという方もいらっしゃるので、何か一つそういう、こ

れまでの参加者たちが、今これに参加する方でもいいのですけれども、そういう懇談という

か、そういう交流の場を設定できればなと考えています。 

 以上です。 

○桜 庭：はい、ありがとうございます。 
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 後段の方は年が明けた１月から２月に、これから市の事業としてやられるセミナーですね。

その中身に今、一つがワークショップ、一つがキャップ大人ワークショップね。三つ目にち

ょっとさらに加えられた形、ここには書いてございませんけれども、いろいろこの分野で活

動された方の意見交換というようなものを何か形づくれたらいいなという、今ちょっとプラ

スアルファがございましたけれども、何かこういうセミナーに、こんな視点のものとか、こ

んな取り組みも入れたらいかがでしょうという、ここはもう提案の方の形がありがたいので

すけれども、ございましたらご意見を出していただきたいと思います。 

○紙 谷：すいません。ちょっといいですか、質問。 

○桜 庭：はい、どうぞ。 

○紙 谷：イのところで子供が暴力から自分を守るための教育プログラムとなっていますけ

れども、この暴力って今はやりの家庭内暴力とかありますよね。そういう意味の暴力ですか。

それとも、全部ですか。 

○川 村：そうです。 

○紙 谷：例えば今、最近新聞にぎわしている中学生が車に連れ込まれそうになった暴力と

か、大きく言えば痴漢とかありますよね。それ全部ですか。 

○川 村：全部です。 

○紙 谷：はい、わかりました。ありがとうございます。 

○桜 庭：隠れたカリキュラムに気づこうというのは、具体的には例示挙げるとどんなこと

なのですか。ここで、アで言っているワークショップ。何か具体的に。 

○川 村：具体的には、例えばあなたは女の子なのだから、例えば得意なものは何ですかと

言ったときに、男の子だからサッカーでしょうとか、女の子だから折り紙が上手なのだねと

かということを立て続けにすごく嫌なときに言われるのですね。そういう極端な先生という

のはいないのですけれども、例えば私が小学校、中学校通して受けてきた教育を考えたとき

に、９年間とか、高校入れて１２年間、間にわたって受けてくる差別みたいなものを２０分

で凝縮した形で疑似体験というか。後半はそのプログラムを受けて、実際にではどういうふ

うに感じましたかということで中には、結局自分も本当にはそういうふうには感じていなか

ったけれども、実際自分の子供に対してそういうことを言っている、ジェンダーの再生産な

のですが、そういう方がいらっしゃいました。 

○桜 庭：ああ、なるほどね。女の子だったらままごとで遊びましょうと決めつけてしまう

ようなこと、それが反復されると。なるほどですね。それは男らしさ、女らしさとなってく

るわね、経験則のない方から見ますとね。 

○平 井：以前、テレビで見たことありますよね。アメリカでやっていた高校生を対象にし

て、女の先生がやっていた。内容は非常にきつい。 

非常に突き詰めてやるのですが、席を蹴って教室から飛び出していく生徒がいて、そういう

内容でやって、さすがアメリカだなと。そこまでやるかなと思って、それでわからせるので

すよね。 
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○川 村：アメリカの方は本当に人種差別だとか、そういうのがされているので。 

○三 浦：すいません、例えばこのアに関しては、時間帯だとか対象というのがどのような

感じで。今、先生がおっしゃったように、例えば高校生だとかそういう方も参加できるよう

な時間帯なのか。それともやっぱりこういう２０代。そういう学校行ってない者たちがとい

うような感じなのでしょうか、イメージ的に。２番目はＣＡＰ大人ワークショップだから大

人かなと思うのですが、１番目に。 

○川 村：逆にそういう時間帯ですとか、もしこういう世代に受けてほしいと思うものであ

れば言っていただいた方が、まだ決めていないので、時間帯だとか、夜がいいとか、土日が

いいだとか、もし要望があれば、はい、お願いします。 

○三 浦：例えば中学生にぜひ、こういうのに気がついてほしいとかというのなら土曜日と

かというのですよね。 

○川 村：そうです。 

もちろん内容としては高校生の受けるようなワークショップも可能だと思うので、例えば２

段階でするというのも手だと思います。 

○三 浦：よくよく見れば、私たち大人だと書いてあります。だから、きっと第１弾は大人

が受けてみて、それでとってもよかったら例えばこれは高校や中学校でもぜひやってほしい

という方がいいのではないかなという、そういうような流れですね。わかりました。 

○桑 島：実は今までのセミナーというのは、１２年度から３回、年に３回ということで、

例えば１月とか２月の間に短い期間に３回集中してやっているというやり方を選んだ都合

上、（そういう声が多かった時期があったので、）そういう連続して何かをまとまった形で

理解したいとおっしゃっていた方がいたので、去年とその前年はそういう形で、一つのテー

マで３夜連続みたいな形ですけれども。夜に絞ったのは、どうしてもお勤めに行って帰られ

ると時間的にということで、７時から９時というような時間を設定したのですね。その前は

若いお母さん対象だったので日中とか、そういうこともやったことはあるのです。 

 ですから、今回も一応は夜の講座で大人の方に学んでいただくというのはあったのですけ

れども、ただこの中身を見ましたときに、やっぱり今、三浦委員の方からお話あったように、

もう少し若い世代にも聞いてもらった方がいいのではないかという意見がたくさんいただ

けるようだったら、例えばその１日のうちの早い時間には、例えば子供さんで、夜にはまた

大人というようなこともできるかなという意味もありますね。その辺の時間的な調整ですと

か、ご意見があればいただきたいということなのですけれども、いかがですか。 

○桜 庭：ご希望ございますか。今までセミナーは成人の方を対象ということなのですね。 

○三 浦：いや、３夜連続というか、そういう夜のあれでいいのではないかなと思いました。 

○桜 庭：いろいろなご希望がありますので、日中お勤めの方は夜をやってほしいとおっし

ゃるし、そうでない方は昼がよろしいと。学生さんでしたら学校の授業のない日となるので

しょうしね。そこの的の絞り方で実施される舞台の方というか、事務局さんの方がいろいろ

形をつくっていくということになりますので、こういうことを対象にされたらいいのではな
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いかというご意見がもしご希望ございましたら、全部がかなうとは思いませんけれども、運

営するときにそういう知恵を盛り込んでやっていただくというのはうれしいことなので、あ

りましたらおっしゃってください。 

○浅 野：すいません、あちら立てればこちら立てずで。 

○桜 庭：はい、そうですね。 

○浅 野：私なんかも前回もすごく出たかったのですけれども、ほとんど７時過ぎに家の外

に出ると、だれも歩いていないのですよね。 

○桜 庭：ああ、そうですか。 

○浅 野：北コミセンに行くまでに一人で行けるのかという、現実にはそれがありました。

だれとも会わないのですから。 

○桜 庭：では、お友達をつくって、お二人でいらっしゃると、参加者も増えますし何かそ

ういう工夫をされると、きっとよろしいのかと思いますね。 

○浅 野：怖いですよね。 

○桜 庭：ああ、なるほどね。セミナーもたくさんの参加者がおありだったら、きっとなお

広がりが出てくるわけですので、そういう、もし夜でしたら何人かお誘いになってという形

がきっといいと思いますね。 

 はい、ありがとうございます。私ちょっとドジをいたしまして、先ほどもう一つ前の事務

局からのご説明で、教育における男女平等の意識づくりのモデル事業の関連で、これから例

えば、今回は１１月下旬に若葉小学校で道徳のテーマで実際の授業の場を私どもは見させて

いただく、私たちが勉強させていただくという場を用意してくださっているのですけれども、

それとあわせてこういうモデル事業というものが、この後どんな取り組みに展開していくの

かと、どんな方向で進んでいくのかという、ちょっと大まかな流れみたいの事務局さんの方

からお話できる、今ある時点でできるだけでよろしいので、ちょっとお話聞かせていただい

たら、私たちの委員の役割というのもはっきりしますので、ちょっとお聞かせいただけます

か。申しわけありません。 

○桑 島：今回の「学校教育における男女平等の意識づくり」の取り組みの一つとして、実

際にやることの中に、先ほどセミナーでのお話というのもありましたけれども、そのもう一

つということで、今度は子供の方の、学校現場でどんな意識づくりが行われているかという

ところを、ちょっとモデル校という形で授業していただこうという試みの一つなわけです。

 今後なのですけれども「プラン２１」、「男女共同参画プラン２１」の学校における意識

づくりというところで、私たちが取り組んでいかなければいけないことの第一歩、一つなわ

けですね。このプランが教育のところだけではなくてすべてですけれども、１０年間を一応

をめどにして、男女共同参画社会を目指そうというプランなものですから、今後は教育の現

場のところも、取り組みのところで得たものを、いわゆるデータベース化してということに

なりますけれども。今後は教育委員会の担当のところと連携を密にしていきまして、具体的

にここの下のところに、３ページの一番下のところに今後の取り組みについてと簡単に書い
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てしまっておりますが、今後の方向性として教育委員会と協議しながら市内全学校、全学年

で１時間ずつの授業を持ち、小中学校を通して９時間の実施を目指すと、こういうふうに書

いてしまっているのですけれども、これはプラン２１に沿って、ずっとこういった教育が行

われていくという理想のところというか、究極のところの、くくりのところの目標を私たち

なりにというか担当として、一人に一人の生徒が毎年１時間ずつその授業を受けながら義務

教育を終えていくと、そういうことが一番最初の教育における取り組みの種まきになってい

るのではないかということを考えたので、この取り組みの一番最初のところでモデル事業を

やるのですね。これを今後は教育委員会につないでいただいて、私たちとしてはこういうも

のに９時間、一人の人間にやっていただくという教育に取り組んでいただきたいのですが、

という、本当は教育委員会の方で今後の何年間かを通じてプランをつくって、これをどのぐ

らいの年限をかけてやっていくのかとか、その辺は今後、私どもと打ち合わせをさせていた

だきながらということですけれども、学校現場の方にこういうやり方ができないかという提

案をさせていただく形になっていくと思います。 

 もちろん、だから実際、例えば来年は何をするだとか具体的なところはまだ何もはっきり

は申し上げられませんけれども、途中の経過報告みたいな形ではこちらの推進委員会にも、

もちろん報告させていただきますし、必要に応じては教育委員会の方から、こういういった

条件でやりますという説明をする機会を設けるなどを考えていきます。 

 このぐらいでよろしいでしょうか。 

○桜 庭：はい、ありがとうございます。 

○大 橋：はい、いいですか。 

○桜 庭：はい、どうぞ。 

○大 橋：今お話あったのですけれども、学校ってよくわからないでしょうけれども、計画

表というのがあるのですよね。カリキュラムと言う人もいるし、教育課程というのもあるの

ですけれども、これは学校サイドに任されていることなのですよね。それで、教育委員会に

お話するということですけれども、まず必ず、この事業やなんかの実践やなんかについても

校長会に１回申し出てください。教育委員会のほかに。 

 それから、こういう提案や何かも必ず校長会にも出してください、１回。プランを。そし

て、はっきり言って、これは非常に問題残るような文章表現だと思うのです。学校に任され

ていることを、教育計画が任されていることを何で共同参画のところからそんなこと言われ

なければいけない。何で独善って、こういうの教育の不当介入と言うのだぞ。そういうぐあ

いになる、なりかねないと思うのです、この文章だったら。提案だ。提案。だれが提案して

いるだよ。したら部長さんや何かが出てきて、まず校長会で説明願って練ってもらわなけれ

ばいけないと思うのです、最初は。ルールは、必ず。 

 だからこういうおれ、９時間だとか、こういうような書き方というのは非常に問題残す。

こんな市町村ないと思う。絶対こういうような書き方はしない。もう少し非常に用心して、

少しずつ少しずつ踏んでもらいたいとかなんとかというような文章表現ならわかるけれど
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も、こういうようなのはまずいと思いますよ、これ。 

○桑 島：おっしゃっていることはよくわかりますし。 

○大 橋：だめだって言っているのです、だから。 

○桑 島：いや、教育委員会と相談しながらというのは、そういう意味ではなくて、もちろ

ん校長会、教頭会に、先日いろいろな形でお願いした際にも、そういうことは一応させてい

ただいているのですけれども。校長会にお諮りする前には教育委員会の担当部署とどんな形

で校長会にお願いすべきかという打ち合わせを必ずしなければいけませんし、直接私どもが

校長会に飛び込んで説明しているわけではない。 

○大 橋：で、今後の取り組みの文章自体も私はよくないと言っているのですよ。 

○桑 島：これはこのまま教育委員会を通じて校長会にお持ちすることは絶対ないです。そ

ういうことではないのですけれども。 

○大 橋：いや、どうしてそういう、こう書いて教育委員会に持っていったやつを、どうし

てそのときから話が変えて言っているのです？ 

○桑 島：いやいや、そういう意味ではなくて。 

○桜 庭：大橋委員、すいません。 

○桑 島：ごめんなさい。ちょっと説明が悪いようですけれども、私どもが担当として「プ

ラン２１」のところで、そういうふうに教育の現場でも実践するという目標を掲げているも

のですから、その目標の具体的なところというのは、私たちが考えるのはこういうことだと

いうこと。１０年後にこうなりたいねという文を言葉にするとこのぐらいかなということな

のですよ。だから。 

○大 橋：このくらいの書き方がよくないと言っているのですよ、私は。はっきり詰めて言

えば。だめだよ、こういうような独善的な自分の頭で考えたこと、ばーんと出すというのは。 

○桜 庭：大橋先生、ちょっとそちらの方のお話なさる分もまた別にあってよろしいのです

けれども、このプランというのは、あくまでも校長会さんとか教育現場さんの一歩手前の、

いわゆる首長部局さんとそれから生涯学習部ですか、教育の方の。そちらの方と十分練った

上でこのプランができているわけなのです。そのプランの中で「学校における男女平等意識

づくり」というところで、こんなメニューを一応モデルにして取り組んでいったら、学校に

おける男女平等意識が育っていくのではないかということで、モデル的に例示的に示されて

いる事業面があるのですね。それの中の一つで、今申し上げている、先生が先ほど混合名簿

のこととか、いろいろですね。ちょっとこれ、多分資料お持ちでしょうけれども、こういう

プランになっていまして、例えば学校に、いろいろなこれ、意識づくりのいろいろな切り口

があるのですけれども、「学校における意識づくり」でございまして。 

○大 橋：いや、わかりました。わかりました。 

○桜 庭：手順はまた踏まれるわけですよ。 

○大 橋：つるし上げられますよ。 

○桑 島：ええ、もちろんそういう意味で申し上げたのではなく、その辺が私たちの希望で
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はあるのですけれども、もちろんそれは、だから教育委員会の担当のところとよく打ち合わ

せをしてどんなふうに、毎年どんなことをやっていくのか。１０年間のプランなものですか

ら、そこに沿うように、だから校長会の方にご相談を申し上げるときも、全部一遍に行くの

かどうかも、それがいいかどうかも教育委員会とよく打ち合わせをして、お話させていただ

くようにいたしますので。書き方につきましては、ちょっと後ほどまたお話伺わせてくださ

い。 

○ 野 ：そのためにも校長先生の方からも、この委員会の方に参加いただいて、事前にご

意見をいただくというのが前提になっておりますので、このままそっくりダイレクトに関係

機関の方と協議をするということは決して、私どもはそういうの思っておりませんので、こ

ういう機会も通じながらまたご意見いただきたいと思っております。 

○紙 谷：そのための委員会ではないですか。ここで話し合うためのもので、先生お一人が

そうやって熱くなって怒ったら、話前に進んでいきませんよ。 

○桜 庭：先生もその担当部署の責任者で。 

○紙 谷：学校へ帰ったら、そういう立場でいいでしょうけれども、ここではそういうこと

を出されると、私たちが困ってしまうのですよね。だからちょっと。 

○桜 庭： 大橋委員には御苦労というか大変重荷もかかると思いますけれども、ひとつプ

ランを進める委員のお一人というお立場もまた、今日からというか、前回から先生の肩に乗

っかってきておりますので、申しわけありませんけれども。 

 そういうことで、プラン自体は一番の理想の形では、この学校における意識づくりは先ほ

ど参事が説明してくださった形を、その形の実現をこいねがっているということでございま

す。それに向かって私たち委員がどういう提案をしたり、実態がうまくいくような提案をす

る、意見交換をするという形の役目でございますので、そんなことで進めさせていただきま

す。 

 はい、ありがとうございます。 

○村 上：すいません。先ほどの男女共同参画セミナーのことで、質問というか意見なので

すけれども、これは学校には案内をする予定なのですか。 

○桜 庭：いかがですか、学校へのご案内。 

○川 村：教員向けということで。 

○村 上：もし、一高校教員としての希望なのですけれども、やはり先ほど大橋先生が、も

う学校は進んでいるというふうに、小学校は比較的進んでいると思うのですけれども、中高、

個人レベルではすごくおくれていると思うのですよね、意識も。でも案内したから必ず参加

されるかどうかというと、現場で忙しいですし、わからないですけれども、高校まで含めて、

せめて２校ありますので、案内の方お願いします。 

○桜 庭：はい、それではよろしくお願いいたします。 

 それでは、時間ジャストに終わりたいと思いますので、進めさせていただきます。 

協議事項４番目のその他。三崎委員のご説明もちょっと短く事務局さん、お願いいたします。 
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○川 村：前回の委員会から今回までにあった事業報告なのですが、５ページです。教職員

研修、先ほど載っていましたがサマーセミナー、ランチ・オン・ディスカッション「教育に

おける男女平等」ということで、推進委員の皆さん８名参加いただきましてありがとうござ

います。それで、こちらの方からプランのご説明だとか、今の意識調査の結果だとか、ちょ

っと話させてもらって、それぞれグループで男女平等について話してもらったのですが、ち

ょっと時間が短かったということと、食べながらはちょっと難しいテーマだったのではない

かという意見いろいろいただきまして、こちらの方、お配りのアンケートまとめさせていた

だいています。各小中学校の方にも、そちらの方、報告させていただいています。 

 この中でも先ほど大橋先生言われていたように、混合名簿のことについても聞いています

けれども、私自身は表の中でこの学校は導入していないとか、しているとかと見ていて、な

ぜしていないのかと、あの場面でいろいろな先生のお話聞くことができて、すごく状況がわ

かったので、また来年度もこういう場を持ってほしいという意見もありましたので、来年度

のサマーセミナーもまた違った形で計画したいと思います。 

 二つ目は１０月にありました男女共同参画実施研修事業ということで、一応５月に募集し

たのですが、参加者がいないということで事前説明会という形で持ちました。この研修事業

の概要の説明と、過去に研修受けてこられた方からの参加報告ということで３人の方の報告

会というということで、今ピンクの冊子にありますのが、そのまとめなのですけれども、こ

ういう形にこれまで研修を積んでこられた方の研修の成果というか、発表の場を設けるとい

うことで、これからもこういう場をどんどん持っていきたいと思います。 

 次に、三崎委員が女性プラザで研修してきたことを報告しますという申し出がありました。

ファックスのコピーありますので、こちら参考にお願いいたします。 

○桜 庭：はい、よろしくお願いします。 

○三 崎：何か道の男女平等参画推進指導者コースというので、３日間あったのですけれど

も、皆さんのところにも案内行っていたと思うのですけれども、中央大学の法学部の廣岡先

生というのと、北海道の合同法律事務所の内田先生という先生の話をちょっと聞きたくて、

興味あったものですから行ったのですね。そして、私は２日目から出たのですけれども、こ

こに今、私が推進委員をやっていて教育というところがテーマになっているので、ここにコ

ピーしてあるのですけれども、何せ片仮名が多くて、ちょっと私もとまどったのですけれど

も、ロール何だったっけ。プレイングだ。それで、例えばうちのお母さんはというのがあり

ますよね。 

○桜 庭：ああ、一番最後のページね。はい。 

○三 崎：これは私が全部横線引いたのですけれども、これが道で配られたやつなのですよ

ね、そこでね。例えばこの１枚を授業の中でぽっと家庭科の授業でもいいですから、先生が

提案して、この中から男女共同参画というようなところの問題点というのを気づかせるとい

うか、そういうようなので、すごく私このアイデアいいなと思ったのですよね。 

 それで直に、私たちも三つぐらいの１７人ぐらい参加していたのですけれども、三つのグ
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ループに分かれてつくったのがその後書いてあるのなのですよね。本当に市における管理職

の登用とか、それからもう一つ、性の問題。この男女交際というのは、ちょっと参加者から

これを発表して、いろいろな意見をもらったのですけれども、ジェンダーの含みはないとか

と言われてしまって、私はここに属してたのですけれども、途中だったので、ほとんど私以

外の人たちがつくり上げていったというのなのですよね、２日目から出たものですから。こ

ういうようなのも皆さん、どう感じるかなと思ったのです。 

 では、もう一つありますね、学校生活というので。これも見ていくと、本当に昔、私たち

の時代というのはズボンがあったというのを言った方が、私もそうだったのですね。中学校

時代ってズボン登校だったのですよね。だけれども、いつから制服がスカートになったのだ

ろうとか、そういうようなのもふっと出てきたりとか、とてもこういうのをテーマにしたら

ＰＴＡのお母さんたちとか地域とかお友達とか、何か共同参画とかジェンダーとかそういう

のが気がつく資料かなと思って、皆さんにちょっと見てもらおうかなと思って持ってきたの

です。そういうことです。 

 それと、中央大学のその先生の言ったのに、すごくいい言葉があったのですけれども。廣

岡先生なのですけれども、私たちは男女共同参画を一般にどういうふうにして広げていくか

というところを、すごく意識していかなければならないというか、このアンケートもそうな

のですけれども、確かにアンケートはあるけれども、意識の４１、４２という中はすごく意

識が低いのですよね。だから、何でも計画するときに広く伝えていかなければならないとい

うか、そういうことを使命を持っているような話して。それで共同参画というのはすべての

人が幸せになる教育というか、そういうようなことを目指しているのだというのが、すごく

印象に残ったのですね。 

 それと首長の長が、この先生はＮＰＯの推進委員で東京都の推進委員でもあるそうなので

す。それで、首長が本当にどういう意識を持つかというところでかなり変わってくるという

こと言っていました。道路一つつくるのでも男女共同参画の目から、女性の視点から道路の

つくり方とかにも参加していくような意識を持つといいとか、そういうこと言うのですよね。

とてもよかったです。 

 それとあと、ＰＴＡとか町内会とか商工会議所とか、それからそういうところの男性の意

識がまだまだ低いので、そういうところの人だけの研修とか市役所の職員だけを勤務時間内

で研修するとか、そういうのも一つのいいというようなことも言っていました。 

 それとあと、ちょっと長く、いいですか。弁護士さんの方の話はすごくおもしろいという

か、さっき話した中で若い人はすごく高学歴を持っている女性なのですけれども、家庭に入

るという傾向がすごく多くて、それはやっぱり今のこの不況が影響していて、結婚したら楽

だというところがあるなんていうのとか、それから本当に離婚率が高くなってきている問題

で、あと暴力ですか。そういうような話がすごくおもしろかったですよ。時間がないから。 

○桜 庭：ありがとうございます。ロールプレイングはおもしろいですよね。 

○三 崎：ええ、こういうのが一番身近かなって。 
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○桜 庭：よく気づくのですよね。 

○三 崎：気づきますね。 

○桜 庭：ふだんやっていることでも第三者的に演じられると、とてもよくわかる。あれっ、

自分もやっているななんて思うことがたくさんあってね。 

○三 崎：そうですよね。初めてだったので。 

○桜 庭：何かこの機会に三崎委員に、ちょっとこのことをどうだったのですかとお聞きに

なりたいことありますか。 

○三 崎：だから、こういう時間でもこういうのをやるといいなと思ってたんです。 

○桜 庭：ここにいらっしゃる委員は皆さんは、もう大丈夫でございますので。そうですか。

はい、ありがとうございます。 

 何とか４時までにあと１０分ほどございますけれども、その他事務局の方から何かござい

ますか。これで全部ご説明終わりましたね。あと、強いて言うとこれだけなのですけれども、

これはいいですね。皆さん、お持ちいただいて、お目通しいただくということでね。いいで

すね。 

○桑 島：一つだけよろしいですか。 

○桜 庭：はい、どうぞ参事。 

○桑 島：一番最初に市民意識調査の報告書についてご説明させていただいて、さあっと包

括のところを。あれは市民意識調査の報告書をまとめるに当たって、いろいろな形で分析は

可能かと思うのですけれども、私たちは一つのこういったことに気がついたというか、何回

もデータ見ていまして、気がついたところに沿ってまとめたのですよね。だから、私たちな

りの視点なのです。 

 それで、皆さんには、もう一度報告書をごらんいただいて、このデータそのものは変えら

れませんけれども、この中でこんなことも気がつくのではないのというようなご意見があり

ましたら、後ほどで結構ですので、お電話でもファックスでも何でも結構です。お送りいた

だいたものをよく読ませていただいて、この考察のところにつけ加えられるものがあれば、

ぜひそこのところにも載せて。それに、先ほど言ったこれの背景みたいなものを、「はじめ

に」の部分ですね、それをつけまして、最終版にして一般に公開していくという方法をとり

たいと考えておりますので、ぜひご意見ですとか、形につけ加えることとかございましたら、

お知らせいただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○桜 庭：それはいつごろまでと期限はございますか。 

○桑 島：できれば、もうそろそろ、結構長い時間たっているものですから、来週いっぱい

ぐらいまでにいただければ。 

○桜 庭：来週中ですね。 

○参 事：はい。よろしくお願いいたします。 

○桜 庭：今、参事がご説明してくださったのは、この１５年の意識調査の報告書ございま

すね。今日いただいた分です。少し前のより厚いのですね。これを横断的に中身を分析され
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ました考察が、このかわいい絵の描いている本の、この１ページめくったところ、この見開

きのページに切り口を五つほどに分類を立てまして、横断的な考察という形はこの文章の中

に、この本の絵の描いた本のめくったところ。これが総合的な考察という形で、今、事務局

の方でおまとめの形なのです。 

 委員の皆さんはこの報告、意識調査を見ながら、この横断的な考察が妥当だとか、いや、

私の目か見たらここの文言はこう変えたらいいとか、この部分が欠落しているとか、そのよ

うなご意見がありましたら来週中に事務局の方にファックスなり電話なり、お手紙なり何で

もいいですけれども、入れていただきたいということなのです。それを合体、市さんの方で

また、事務局でまた検討されますけれども、そういう皆さんのご意見もいただいたものを踏

まえて、この報告書を最終バージョンに完成させていきたいということなのですね。ちょっ

と宿題でございます。よろしく。来週中ですので、よろしくお願い申し上げます。いろいろ

なことを今回もお願い申し上げまして、申しわけありません。 

 

５．閉  会 

○桜 庭：何とか皆様のご協力によって時間内に２回目の委員会終わらせていただきます。

本当にどうもありがとうございました。 

○全 員：御苦労さまでした。 

○桜 庭：寒くなりますから皆さん、風邪など引きませんように。ずんずん風が冷たくなっ

てきましたので、次回お会いするときまでお元気でいらしてください。 

○川 村：次回、２月か３月に予定していますので、よろしくお願いします。 

 


